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本報告書は、2024 年度秋学期「都市計画演習」の最終成果物として、5 班による研究活動

をまとめたものである。 

第 1 章 本演習の目的・背景 

1-1 調査対象の絞り込み 

 私たち 5 班は「つくばの都市計画史」がテーマと定められている。そこで、まずはつくば

市の昔の地図を眺め、具体的な調査対象を定めることとした。1960 年と現代のつくばの地図

を見比べてみた結果興味深いことが発見された。高度経済成長期の始まりごろである 1960

年代頃は現在のつくばセンターなどの研究学園都市ではなく北部にある地域の方が発展して

いた。郵便局や商店などが多く立ち並んでいたことがわかり、筑波地域の中心は北条地区な

どに位置していたことが読み取れたのである。私たちは 10 月 16 日にフィールドワークを行

い、現場を視察することとした。まず訪問したのは北条地区である。調査を続けるとかつて

この地域には筑波鉄道という鉄道路線が走っていたことがわかった。すでに廃線となってし

まっていた筑波鉄道と北条地域の２つに興味を持った我々は、これらを歴史的に調べること

と決めた。 

  北条地域の歴史と筑波鉄道の歴史をそれぞれ調べたところ、興味深いデータを得た。北条

商店街における商店会員数と商店数の推移、筑波鉄道の乗客数の推移である。これら３つの

数値はすべて 1965 年をピークとしていた。つまり北条地域と筑波鉄道はともに 1965 年に

全盛期を迎え、その後衰退していったといえる。この情報から我々5 班は、北条のまちと筑

波鉄道は密接に関係していたと仮定し、相互関係を明らかにすることを目的として設定した。 



 

図 1 北条商店街における商店会員数と商店数の推移 

研究内容を分かりやすくするため、以下で北条地区と筑波鉄道について紹介する。 

1-2 北条地区の概要  

 北条とは筑波山の山麗に位置するまちである。筑波山神社の門前町として栄えた歴史を持

ち、参詣道である「つくば道」のスタート地点がある。下の地図で示されているのは筑波鉄

道の路線図である。北条は中央にある常陸北条駅のあたりに位置している。筑波山の南に位

置する北条のまちはかつて周辺の筑波町において重要な、発展した地域であった。「北条には

公共機関が集まり、交通上の要点でもあって、金融・サービス業を含めて町内の総店舗の三

分の一近くが集まっていた」(筑波町史下巻)という記述もあることから、つくばの中で北条

が特に発展していたことが分かる。また北条まちづくり振興会会長の坂入さんのお話では、

北条はかつて商業力で人を集めていて歩きや自転車で山を越えてまで人は買い物に来ていた

ということだった。北条に買い物へ出ることが、周りの農村地域にとってはある種の娯楽で

あった時代である。このようにかつての北条は非常に栄えた商業のまちであった。上の地図

は 1960 年の北条付近を示したものである。黒色で示された部分が建物であり、北条地域に

は建造物が集中していることから 1960 年の北条の発展した様子が読み取れる。また北条の

周辺には山や畑が広がっていることもわかる。 

 現在の北条はかつてのような商業力はないが北条米のアイスクリームなどの北条ならでは

の商品も展開しており、まちの振興に力を入れている。 

 



 

1-3 筑波鉄道の概要 

 筑波鉄道とは 1918 年から 1987 年の間に運航していた鉄道である。地図の赤い線で描か

れた筑波鉄道の路線図のように、現在のつくば市を縦断していた。開通の目的には土浦・岩

瀬間を結ぶことで常磐線と水戸線をつなぐこと、

物流を以前は主流だった水運から鉄道輸送に切

り替えること、北条・筑波地方の交通の便を図る

ことなどがあった。筑波鉄道は 1918 年９月に全

線開通を迎えたが、これは鉄道事業免許の交付か

ら７年半も経ってからのことであった。この原因

としては、鉄道用地の買収に時間がかかったこと

などが挙げられる。また、その結果、第一次世界

大戦の大戦景気による物価高騰が起こり、結局開

通時は大きな赤字でのスタートとなった。 



最盛期といえるのは 1965 年頃である。1965 年度の乗客数は 412 万 6000 人であり、この年

度に乗客数のピークを記録した。その後は一貫して乗客数は減少し続け、1978 年度には 226

万 5000 人と 1965 年度の約半分にまで落ち込んでいる。また、貨物輸送量に関しても 1965

年頃をピークに減少傾向にあり、1981 年を最後に貨物輸送は廃止された。（図 2）このよう

に旅客輸送量も貨物輸送量も減少した結果、終に 1987 年 4 月 1 日をもって筑波鉄道は廃線

を迎えることとなった。 

筑波鉄道廃線後の現在は、その軌道跡はりんりんロードというサイクリングロードとして再

利用されている。 

  

第 2 章 調査・研究の進め方（作業のフレーム） 

2-1 調査方法 

 筑波鉄道と北条地域の最盛期が同時期だったため、筑波鉄道開通期・最盛期・廃線期の３

つに分けて 3 つの時代で比較を行う。時代に沿って北条地区と筑波鉄道の相互の関わりを調

べることとする。 

 調査は以下の図のような方法をとった。 

図 2 筑波鉄道輸送量の推移 



 

第 3 章 調査・研究 

3-1 既存調査の収集と分析 

①文献調査 

 北条のまちと筑波鉄道の歴史的背景についてそれぞれ文献を参照した。また時代ごとに状

況を比較できるようなデータを収集した。具体的には北条地域の人口増減、筑波鉄道の利用

者数・貨物輸送量・貨物輸送品目、筑波山神社の参詣者数などである。 

②地図比較 

 筑波鉄道廃線の影響で常陸北条駅周辺では人の流れに変化があったと仮定し、北条のまち

の商店の数を時代ごとに計測した。北条のまち中央の商店街の店舗数、筑波山神社参詣道の

店舗数、筑波鉄道の常陸北条駅と北条商店街を結ぶ道の店舗数を個別に数えることで調査を

行った。また、業種ごとの店舗数の推移も調べた。ゼンリン住宅地図を用いて 1984、1988、



1993、2002、2022 年の 5 つの時期で

比較する。 

 また鉄道廃線と関係があったであろ

う道路交通網の変化をとらえるために、

今昔アップを使用した調査を行った。

自動車道路の建設、整備の進捗を筑波

鉄道の状況と合わせて考察する。 

③インタビュー 

 歴史を調査するにあたり、データか

ら読み取れる客観的な情報のほかに地元の人から見た変化も参考にした。11 月 30 日に北条

まちづくり振興会会長の坂入さんにお話を伺った。 

④フィールドワーク 

 10 月 16 日と 11 月 30 日の計２回フィールドワークを行った。現在の北条、筑波鉄道の跡

地にあるりんりんロードの様子を感じることで、提案の参考にした。 

⑤ゼンリン住宅地図の地図比較 

 前述したように北条の中心商店街の街道沿い、筑波山神社の参詣道であるつくば道沿い、

筑波鉄道の駅前~街道沿いの 3 つの道路に面した商店の数を 6 つの年で比較した。ただし、

2002 年の地図では把握できなかった地点があるため外れ値として考察から除外している。

調査結果のグラフは以下である。全体の店舗数が年々減少していることが分かる。 



また、業種ごとの店舗数の比較もおこなった。卸売・小売業から建設業まで 12 種に分けて店 

 

舗数を数えている。こちらも道路ごとの比較と同様に 2002 年の値が外れ値となっている。

この結果からは、卸売・小売業の店舗数が大幅に減少していることが分かる。商店街が力を

持っていた北条にとって卸売・小売業は主要な町の機能であるため、北条のまちが衰退して

いることが示されている。 



 

3-2 実態調査の実施とその分析 

 １．第１回フィールドワーク 

私たちは 10/16 に第一回目のフィールドワークを行なった。このフィールドワークでは北条

地区、小田地区を訪問した。まず平沢官衙という遺跡を見学し、北条地区が農作物の集積地

として、さらには城下町として時代を築いたことを学んだ。現地でガイドをしている方にお

話を伺ったところ、行政は筑波学園都市やつくばセンターばかりに着目していてつくば市の

北部地域は注目されないというお話をされていた。このことからもつくば市の現状として中

心部が時代とともに移り変わっていったことが明らかとなった。 

 

 

 

 

 



 

さまざまな商店が並ぶ北条商店街も訪れた。正

直に言って賑やかな様子を感じ取ることはで

きなかった。しかしながら北条米という現地で

採れたお米を使った北条米スクリームという

アイスクリームを販売していたり、北条を宣伝

する旗を立てていたりするなど観光客や買い

物客を呼び込む工夫をしていることがわかっ

た。 

  

また筑波鉄道の中で筑波山への入り口として

の役割を担っていた旧筑波駅を訪問した。駅の

形がほぼそのまま残されており、線路跡もりん

りんロードとして再整備されているため、確か

に筑波鉄道が走っていたことを感じ取ること

ができた。 

 

 

 

 



 ２．第２回フィールドワーク 

2 度目のフィールドワークを 11 月 30 日に実施した。このフィールドワークはこれまでの文

献や実地調査だけではわからなかった情報を得るために行なった。2005 年に北条を盛り上

げることを目的として発足し、かつては竜巻被害が発生した際に復興の主体ともなった北条

まちづくり振興会の会長である坂入英幸様に話を伺った。 

 

戦国時代から江戸時代にかけては在郷商人町で半農半商の都市として発展したことがわかり、

明治時代には金融・郵便・行政が集まる場であり筑波町の中の商業施設のうち 6〜７割は北

条に集まっていたことを教えていただいた。全ての業種（商業）が集まっていたのは北条の

みでかつては下妻や土浦と並べられるような地域であった。また、常陸北条駅の北部には桑

畑が広がっており、養蚕業が発展していた。昭和時代には北条は大きな盛り上がりを見せ、

周りの集落から多くの人々を集める集客力を有していた。 

しかし、1965 年ごろから筑波研究学園都市の建設と車の普及（モータリゼーション）により

30 パーセントから 40 パーセントの購買力が流出していった。 

平成に入ってからは北条地区を盛り上げるための工夫がさまざまに施され、前述のように北

条まちづくり振興会が発足した。他にも筑波大学のごじゃっぺや ADP といった団体とソフト



面、ハード面いずれにおいても協力関係を築いていた。2009 年には頑張る商店街 77 選に茨

城県で唯一選出された。 

現在北条商店街を構成する商店は 300 年以上の歴史を有しているものが多くあり、歴史的な

街であることがわかる。 

かつては馬や牛による陸路や水路が発達しており、鬼怒川や利根川を経由して江戸まで物が

運ばれていた。しかし、石材など重い材

質のものの輸送には限界が生じるよう

になり、鉄道建設の需要が高まった。筑

波鉄道は北条から土浦などへ通勤・通学する人々の足としての役割を担い、会長である坂入

さんも土浦一高へ通学していたという話を聞いた。 

1925 年には筑波山ケーブルカーが開業し、筑波山観光に拍車がかかった。ただ筑波山を観光

する観光客の多くは筑波駅から参拝していたことが わかった。   

 

第 4章 結論  

結果として北条と筑波鉄道が直接的に影響を与え合っただけではなく、研究学園都市の建設



とモータリゼーションの普及という同じ外部要因によって衰退したことが明らかとなった。

私たちの調査・研究の始まりは北条地区とそこを走る鉄道の関係性を明らかにすることであ

ったため、一定程度研究の成果が出せたと考えている。 

第 5 章 提案と課題 

5-1 坂入さんのお話 

 フィールドワークの最後に今後北条という街をどのようにしていきたいか会長に伺ったと

ころ、未来永劫北条という街、名前、商店街が残って欲しいとおっしゃっていた。さらには

活気ある街とするために若い人が住み、店を開いて欲しい、北条だけでは力不足であり、関 

心を持ってくれる外部の人々の力が必要である。このように話していただいた。2012 年に大

きな竜巻被害が発生した際には地元だけの力での復旧・復興は難しく、他地域の人といった

外部の力を借りて立ち直った。 

5-2 提案 

坂入さんとのお話から、さらに北条地区を盛り上げていくためには外部の力をうまく取り入

れていくことが必要であることが明らかとなった。まずは、北条地区外部の人々に興味を持

つきっかけを作り出すことが重要となる。私たちは筑波鉄道と北条の歴史的な関係性に着目

して研究を進めてきた。そこで筑波鉄道から姿を変えたりんりんロードと北条の二つの軸か

ら提案を行うこととした。まず一つ目としてはりんりんロードに北条商店街への案内図を設

置することが効果的であると考える。りんりんロードは北条商店街の中を通っているわけで

はないため、サイクリングロードを利用している人たちは商店街をスルーしてしまう。そこ



でりんりんロードと商店街を南北に結ぶ道路の入り口に案内図を設置することで立ち寄って

もらう。 

 

二つ目としてはサイクリストが休憩できる空間を整備する。シャワーや軽食などサイクリス

トが必要とするものを配置してただ立ち寄るだけでなく、より長い時間滞在してもらえるよ

うにする。北条商店街付近にある空き家をうまく活用することも効果的であると考えている。

また北条ふれあい館をさらに活用し観光客と地元の方々が交流する機会を作り上げていくこ

とも外部の人々と北条を結びつける上で必要となると考える。 

  

5-3 今後の課題 

鉄道の最盛期と街の最盛期が重なる都市は、つくばや北条以外にも日本各地に存在すると考

えられる。これらの都市を比較調査することで、地域の振興策についてより具体的な考察が

可能となるだろう。また、店舗の立地と人の流れとの関係性を明確にする調査を行うことで、

商業エリアの活性化に向けた有効な施策の立案にもつながると考えられる。 
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https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.946505&lng=139.649531&zoom=8&dataset=kanto&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.946505&lng=139.649531&zoom=8&dataset=kanto&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.946505&lng=139.649531&zoom=8&dataset=kanto&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.946505&lng=139.649531&zoom=8&dataset=kanto&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.946505&lng=139.649531&zoom=8&dataset=kanto&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.946505&lng=139.649531&zoom=8&dataset=kanto&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.946505&lng=139.649531&zoom=8&dataset=kanto&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.946505&lng=139.649531&zoom=8&dataset=kanto&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2

